




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 10

（１）販売の状況（製品別売上高、国内・海外別売上高） ………………………………………………………… 10

 

- 1 -

兼房㈱ (5984)　　平成27年３月期　第３四半期決算短信　　　



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では企業業績改善や雇用増加によって、緩やかな景気拡大

が継続していますが、欧州では、対ロシア関係の好転が見られない中、ギリシャ政局不安定化も加わり、景気足踏

み状態が続き、中国・インド・ブラジルなどの新興国では成長ペースの鈍化が長期化しています。一方、わが国経

済は消費増税後の落ち込みから景気は持ち直しつつありますが、回復ペースは弱く、景況感の改善は遅れていま

す。 

このような状況の下、当社グループは、海外生産の増強、グローバル市場での販売拡大、国内住宅関連市場の占

有率拡大や非住宅関連市場の開拓などを目指し、戦略的な製品開発、生産、営業活動を展開いたしました。国内に

おける売上は、消費増税後の影響はあったものの、住宅関連刃物、非住宅関連刃物とも前年同期から増加となりま

した。一方、海外での売上は、受注・生産が好調に推移したことから、東南アジア市場、米国市場、欧州市場とも

に増加し、当第３四半期連結累計期間の売上高は134億８千５百万円（前年同期比11.5％増）となりました。 

利益面につきましては、海外生産子会社での生産性向上などが寄与し、営業利益は14億５千５百万円（前年同期

比138.2％増）となりました。経常利益は為替差益４億５百万円を計上したことなどにより18億４千７百万円（前

年同期比94.2％増）となりました。また、特別損失で固定資産除却損５千６百万円などを計上したことから、四半

期純利益は12億５百万円（前年同期比365.4％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

国内では住宅関連刃物、非住宅関連刃物ともに増加し、海外では木工関連刃物や自動車関連刃物などが増加

したことなどにより、売上高は112億１千７百万円（前年同期比8.3％増）、営業利益は６億３千９百万円（前

年同期比16.9％増）となりました。 

② インドネシア

木工関連刃物などが増加し、売上高は20億５千２百万円（前年同期比35.7％増）となりました。利益面では

売上増と生産性向上などにより売上原価率が低下し、営業利益は２億３千３百万円（前年同期は９千７百万円

の営業損失）となりました。 

③ 米国

自動車関連刃物などが増加し、売上高は10億３千５百万円（前年同期比41.7％増）、営業利益は１億２千６

百万円（前年同期比48.5％増）となりました。 

④ 欧州

木工関連刃物や自動車関連刃物などが増加し、売上高は13億３百万円（前年同期比22.1％増）、営業利益は

１億３千６百万円（前年同期比12.9％増）となりました。 

⑤ 中国

木工関連刃物や自動車関連刃物などが増加し、売上高は16億８千６百万円（前年同期比30.5％増）となり、

利益面では生産性向上などにより営業利益は２億１千１百万円（前年同期比527.0％増）となりました。 

なお、セグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比べて１億６千９百万円増

加して254億５千１百万円となりました。流動資産は商品及び製品や原材料及び貯蔵品が増加したものの、現金及

び預金が７億３千３百万円減少したことなどにより前期末比２億６百万円減少の141億５千１百万円となりまし

た。固定資産は有形固定資産が４億１千万円増加したことなどにより、前期末比３億７千６百万円増加の113億円

となりました。

負債は、未払法人税等が５億２千７百万円減少、退職給付に係る負債が４億１千７百万円減少したことなどによ

り、前期末比９億１千３百万円減少の47億８千万円となりました。

純資産は、その他の包括利益累計額が１億８千万円減少したものの、利益剰余金が12億６千４百万円増加したこ

とにより、前期末比10億８千３百万円増加の206億７千万円となりました。また、自己資本比率は前期末の77.5％

から81.2％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成26年10月30日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

なお、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に基づく割引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が409,818千円減少し、利益剰余金が266,791

千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ8,847千円減少しております。

 

- 3 -

兼房㈱ (5984)　　平成27年３月期　第３四半期決算短信　　　



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,830,699 4,097,361 

受取手形及び売掛金 4,896,602 4,814,288 

商品及び製品 1,410,322 1,728,718 

仕掛品 813,891 831,791 

原材料及び貯蔵品 1,656,812 1,874,748 

その他 793,495 832,235 

貸倒引当金 △44,076 △27,487 

流動資産合計 14,357,746 14,151,657 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,177,207 3,350,823 

機械装置及び運搬具（純額） 3,887,093 3,943,214 

その他（純額） 2,234,982 2,415,410 

有形固定資産合計 9,299,283 9,709,448 

無形固定資産 402,030 393,430 

投資その他の資産 1,222,648 1,197,149 

固定資産合計 10,923,961 11,300,028 

資産合計 25,281,707 25,451,685 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,914,880 1,973,928 

未払法人税等 578,557 51,493 

賞与引当金 391,379 116,187 

環境対策引当金 464,317 － 

その他 1,295,468 1,878,803 

流動負債合計 4,644,602 4,020,413 

固定負債    

退職給付に係る負債 711,915 294,281 

その他 337,816 466,130 

固定負債合計 1,049,732 760,412 

負債合計 5,694,334 4,780,825 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,142,500 2,142,500 

資本剰余金 2,167,890 2,167,890 

利益剰余金 14,662,411 15,926,496 

自己株式 △208,564 △208,600 

株主資本合計 18,764,236 20,028,285 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 243,841 286,941 

為替換算調整勘定 751,034 502,487 

退職給付に係る調整累計額 △171,738 △146,854 

その他の包括利益累計額合計 823,137 642,574 

純資産合計 19,587,373 20,670,860 

負債純資産合計 25,281,707 25,451,685 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 12,097,839 13,485,030 

売上原価 8,258,383 8,811,182 

売上総利益 3,839,455 4,673,847 

販売費及び一般管理費 3,228,175 3,218,020 

営業利益 611,279 1,455,826 

営業外収益    

受取利息 1,847 3,331 

受取配当金 12,927 13,529 

為替差益 346,089 405,658 

その他 18,862 25,309 

営業外収益合計 379,727 447,829 

営業外費用    

売上割引 28,255 32,760 

デリバティブ評価損 10,542 21,227 

その他 641 1,669 

営業外費用合計 39,440 55,657 

経常利益 951,566 1,847,998 

特別利益    

固定資産売却益 3,091 3,269 

投資有価証券売却益 218,503 － 

会員権売却益 1,900 － 

特別利益合計 223,494 3,269 

特別損失    

固定資産売却損 49 13 

固定資産除却損 12,616 56,555 

投資有価証券売却損 450 － 

環境対策費 717,000 11,682 

特別損失合計 730,116 68,251 

税金等調整前四半期純利益 444,945 1,783,017 

法人税等 185,875 577,215 

少数株主損益調整前四半期純利益 259,070 1,205,801 

四半期純利益 259,070 1,205,801 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 259,070 1,205,801 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △28,591 43,099 

為替換算調整勘定 508,977 △248,546 

退職給付に係る調整額 － 24,884 

その他の包括利益合計 480,386 △180,562 

四半期包括利益 739,456 1,025,239 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 739,456 1,025,239 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,365,014 1,347,265 730,751 1,067,674 577,652 12,088,358 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
1,992,915 165,607 165 － 714,944 2,873,632 

計 10,357,929 1,512,872 730,917 1,067,674 1,292,596 14,961,991 

セグメント利益又は損失

(△) 
546,718 △97,846 84,882 121,357 33,763 688,875 

 

         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 9,480 12,097,839 － 12,097,839 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
135 2,873,767 △2,873,767 － 

計 9,615 14,971,606 △2,873,767 12,097,839 

セグメント利益又は損失

(△) 
3,546 692,421 △81,142 611,279 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業務な

どであります。

   ２．セグメント利益の調整額△81,142千円には、セグメント間取引消去4,662千円、棚卸資産の調整額

△90,386千円、その他4,581千円が含まれております。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,628,835 1,795,829 1,035,371 1,303,156 712,218 13,475,410 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
2,588,181 256,959 101 599 974,409 3,820,251 

計 11,217,017 2,052,788 1,035,472 1,303,755 1,686,627 17,295,662 

セグメント利益 639,011 233,802 126,034 136,986 211,712 1,347,547 

 

         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 9,619 13,485,030 － 13,485,030 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
135 3,820,386 △3,820,386 - 

計 9,754 17,305,416 △3,820,386 13,485,030 

セグメント利益 4,309 1,351,857 103,968 1,455,826 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業務な

どであります。

   ２．セグメント利益の調整額103,968千円には、セグメント間取引消去77,921千円、棚卸資産の調整額

22,357千円、その他3,689千円が含まれております。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

  ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 

平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付

算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に基づく割引率から単一の加

重平均割引率へ変更しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益

が「日本」で8,847千円減少しております。
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４．補足情報

（１）販売の状況

① 製品別売上高

（単位：百万円、％）

 
前第３四半期実績 当第３四半期実績 前年同期比

(％)

27年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  平 刃 類  3,961 32.8 4,628 34.3 16.8 5,850 33.3

  精 密 刃 具 類  2,852 23.6 2,881 21.4 1.0 3,910 22.2

  丸 鋸 類  5,110 42.2 5,771 42.8 12.9 7,590 43.1

  商 品  172 1.4 204 1.5 18.0 250 1.4

  合   計   12,097 100.0 13,485 100.0 11.5 17,600 100.0

 

② 国内・海外別売上高

（単位：百万円、％）

 
前第３四半期実績 当第３四半期実績 前年同期比

(％)

27年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  国 内  7,265 60.0 7,338 54.4 1.0 9,960 56.6

  海 外  4,832 40.0 6,146 45.6 27.2 7,640 43.4

  ア ジ ア  2,646 21.9 3,379 25.1 27.7 4,190 23.8

  ア メ リ カ  924 7.6 1,222 9.1 32.1 1,470 8.4

  ヨ ー ロ ッ パ  1,142 9.5 1,403 10.4 22.8 1,820 10.3

  そ の 他  118 1.0 142 1.0 19.8 160 0.9

  合   計   12,097 100.0 13,485 100.0 11.5 17,600 100.0
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